別紙様式１
狐洞地区地区計画

建築物等に関する事項
	事項


	基準
	チェック欄
	具体的な取組み

	壁面の位置の制限
	（区域Ａを除く）

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から道路境界線又は隣地境界線までの距離を１．０ｍ以上とする。ただし、建築物又は建築物の部分が次に該当する場合はこの限りではない。

１　外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの合計が３ｍ以下であるもの。

２　物置その他これに類する用途に供し、軒の高さが２．３ｍ以下で、かつ、床面積の合計が５㎡以内のもの。

（※１に適用除外規定）
	
	

	建築物等の高さの最高限度
	（区域Ｂのみ）

１２ｍ


	
	

	建築物の形態又は意匠の制限
	建築物等の色彩や屋外広告物の色彩及び形状等は周辺の住環境に調和したものとする。

※原則として、純色は避けること。
	
	【具体的な色彩（マンセル値）】

屋根：（色相）　　　（明度）　　　（彩度）

外壁：（色相）　　　（明度）　　　（彩度）

	かき又はさくの構造の制限
	かき又はさくの構造は、生垣又はフェンス等の開放性のあるものとする。

（なお、フェンス等の基礎の高さは７０ｃｍ以内とする。また、門柱、門扉等はこの限りではない。）
	
	


※１　狐洞地区地区計画の当初都市計画決定時点（平成１３年１０月２３日）で、当該地区整備計画を定めた区域内に現に存する建築物又はかき若しくはさくのうち当該地区整備計画に適合しないものについては、当該地区整備計画は適用しない。ただし、再度新築等又は新設等する際は、当該地区整備計画に適合させるものとする。

・該当する地区のみ記載すること。

・チェック欄については、該当する場合は「○」該当しない場合は「×」で自己判断して記載すること。

